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Abstract: At present, the sounds such as "kya, kyu, kyo" "sha, shu, sho" are called “yo-
on”, and it is recognized as a concept against "choku-on", the sounds such as “ka, ki, ku, 
ke, ko” “sa, shi, su, se, so”. Even in the Yedo era, the sounds of “ka, ki, ku, ke, ko” “sa, 
shi, su, se, so” were recognized as “choku-on”, and the sounds of “kya, kyu, kyo” “sha, 
shu, sho” as “yo-on”. So it seems that this recognition in the Yedo era has been 
inherited to the present days. However, there is a big difference between the concept of 
the "yo-on" in the Yedo era and that of the "yo-on" at present. 
  "Yo-on", which played a supplementary role in explaining kanji sounds in the Yedo 
era, got more analytical explanation and the independent position in the Japanese 
sound system in the Meiji era.  That was based on the introduction of the alphabet, 
the concept of “consonant”, and the western phonetics. As a result, “Yo-on no Hyo” has 
been completed. 
 







































治 5）にその萌芽が見られ、羅馬字会が発表した「Rōmaji nite Nihongo no kakikata」
（1885／明治 18）で、拗音のみの表が完成する。同じ時期に、「速記法」の分野でも動き
が起きる。1882年（明治 15）、西洋文化の一つとして「速記」が紹介され、速記文字によ
る「拗音」の表記法が考案され、拗音のみをまとめた表ができる。ローマ字論も速記も、
聞き取った音を写す「写音」が最重要課題であり、実際に使用される拗音を書き写すため
のマニュアルが必要であった。ここにおいて、文字はローマ字や速記文字であるが、拗音
のみの表が完成した。 
 
４ 国語文典における拗音の表の成立とその後の展開 
 国語文典において、現代の拗音の表に近い形の表が現れるのは、大槻文彦『語法指南』
（1889／明治 22）あたりからだと思われる。まず、明治 10年頃から、近世の直音拗音図
の中から「拗音」のみを取り出して表にしたものが現れ始める。その後、その中から実際
に使用する音のみを抽出する試みがなされ、明治 20年代後半から、多くの国語文典に現
代と同様の「拗音の表」が掲載されるようになる。独立した音として組織的に扱われるこ
とで、国語文典の中で拗音の地位が確立したのがこの頃である。 
それと時を同じくして、「拗音とはどのような音か」が議論されるようになっていく。
従来直音とされてきた「シ」や「チ」の音は、アルファベットの導入により、拗音性が提
起され、「直音・拗音」の概念自体に疑問が呈されるようになるが、「口蓋化」の概念や
「音韻論」の導入により、対立軸は残され、現代に至る。 
